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シャーシディスカバリポリシー
シャーシディスカバリーポリシーは、新しい Cisco UCS S3260シャーシまたは既存のスタン
ドアロン Cisco UCS S3260シャーシを Cisco UCSシステムに追加する際の、システムの対応を
決定します。Cisco UCS S3260システムアーキテクチャ概要では、Cisco UCS S3260システム
（Cisco UCS Manager管理型）の接続性を説明します。Cisco UCS Managerはシャーシディス
カバリーポリシーの設定を使って、グループをシステムI/Oコントローラ（SIOC）からファブ
リックポートチャネルのファブリックインターコネクトにリンクするか決定します。

以前のスタンドアロン Cisco UCS S3260シャーシを Cisco UCSシステムに追加するには、最初
に工場出荷時のデフォルトに設定する必要があります。これにより、シャーシの両 SIOCを両
方のファブリックインターコネクトに接続できます。シャーシの SIOCをファブリックイン
ターコネクトに接続し、ポートをサーバポートとしてマークすると、シャーシディスカバリ

が開始されます。

サーバディスカバリ

Cisco UCS S3260シャーシが検出されると、Cisco UCSManagerは Cisco UCS S3260サーバノー
ドを自動的に検出します。

サーバディスカバリはサーバに対応する SIOCが存在しない場合、失敗します。（注）

リンクのグループ化

リリースで4.0(1a)、リンクのグループの設定はPCIeスロットの新しいSIOCを使用すると、自
動的にポートチャネルを設定します。
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Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect、リンクのグループの設定は常にポートチャネルを設定しま
す。

（注）

Cisco UCS S3260シャーシを FEX経由で Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネ
クトに接続、またはCiscoUCS6300シリーズファブリックインターコネクトまたはCiscoUCS
6454 Fabric Interconnectに直接接続する場合、Cisco UCS Managerは [Port Channel]のプリファ
レンスを無視し、SIOCは、非ポートチャネルモードで動作します。

Cisco UCS S3260シャーシを Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトに直接
接続すると、リンクのグループ化を使用して、シャーシの検出時にSIOCからファブリックイ
ンターコネクトへのすべてのリンクがファブリックポートチャネルにグループ化されている

かどうかを判断できます。リンクのグループ化を [PortChannel]に優先設定している場合、SIOC
からファブリックインターコネクトへのリンクがすべてファブリックポートチャネルにグルー

プ化されます。[None]に設定すると、SIOCからのリンクはファブリックインターコネクトに
ピン接続されます。

Cisco UCS S3260シャーシが 4x10Gブレークアウトケーブルを介して Cisco UCS 6200シリー
ズファブリックインターコネクトに接続されている場合、リンクのグループ化プリファレン

スを [Port Channel]に設定します。これを行わないと、シャーシディスカバリは完了しませ
ん。

Cisco UCS S3260シャーシconrefS3260シャーシがシングル 10Gケーブルを介してファブリッ
クインターコネクトに接続されている場合、リンクのグループ化プリファレンスを [None]に
設定します。

Cisco UCS Manager GUIの [Link Group Preference]値を変更した後、変更を有効にするには、
Cisco UCS S3260シャーシの稼働を中止してから再稼働させます。

Cisco UCSドメインでは、他のシャーシが [Port Channel]モードで稼働している場合、次を実
行します。

1. [Link Group Preference]が [Port Channel]に設定された Cisco UCSシステムのシャーシを検
出します

2. Cisco UCS S3260シャーシのリンク集約のプリファレンスをシャーシ接続ポリシーを通じ
て変更します

3. シャーシの稼働を中止します

4. シャーシを再稼働します

シャーシ/FEXディスカバリポリシーの設定

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment]ノードをクリックします。
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3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。
4. [Global Policies]サブタブをクリックします。
5. [Chassis/FEXDiscoveryPolicy]領域で、アクションとリンクのグループ化のプリファレンス
を指定します。

6. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Chassis/FEXDiscovery Policy]領域で、アクションとリンクのグループ化のプリファレンスを指定します。

1. [Action]ドロップダウンリストで、シャーシまたは FEXとファブリックインターコネクト間のリンク
数の最小しきい値を選択します。

2. [Link Grouping Preference]ラジオボタンでは、IOMまたは FEXからファブリックインターコネクト
へのリンクを 1つのポートチャネルにグループ化するかどうかを選択します。

リリース 4.0(1a)では、PCIeスロットを持つ新しい SIOCを使用する場合、[Link Group Preference]は
自動的に [Port Channel]に設定されます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectでセットアップする場合、シャーシ/FEXディスカバリポリ
シーの [Link Grouping Preference]値はユーザーが設定することはできません。値は[Port
Channel]に設定されます。

（注）

3. [BackplaneSpeedPreference]ラジオボタンで速度設定を選択します。40Gバックプレーン設定は、22xx
IOMには適用されません。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

次のタスク

特性のシャーシのファブリックポートチャネルの接続をカスタマイズするには、シャーシ接

続ポリシーを設定します。

シャーシ接続ポリシー
シャーシ接続ポリシーは、特定のシャーシがシャーシディスカバリ後にファブリックポート

チャネルに含められるかどうかを決定します。このポリシーは、グローバルシャーシディス

カバリポリシーで指定したのとは異なる方法で1つ以上のシャーシを設定する場合に役立ちま
す。
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デフォルトでは、シャーシ接続ポリシーはグローバルに設定されます。これはつまり、接続制

御はシャーシが新しく検出されたときに、シャーシディスカバリポリシーに設定された内容

を使用して設定されることを意味しています。シャーシが検出されると、接続制御が「なし」

と「ポートチャネル」のどちらに設定されるかを、シャーシ接続ポリシーが制御します。

シャーシ接続ポリシーは、Cisco UCS Managerによって、ハードウェア設定がファブリック
ポートチャネルをサポートする場合にだけ作成されます。

（注）

次の表に、FC/FCoEのさまざまな接続とメディアタイプのサポートを示します。

表 1 : FC/FCoEの接続とメディアタイプのサポート

FC/FCoEポートチャネルサポート接続FI

Yes1SIOC (非ポート
チャネル)
2新しい gen SIOC
-なし

対応

ブレークアウトを

使用しない

直接接続 10 GB –
QSA

Cisco UCS 6454
Fabric Interconnect

対応SIOC -なし

新しい gen SIOC
(ポートチャネル)

対応

ブレークアウトを

使用しない

直接接続: 25 G
SFP 28

Cisco UCS 6454
Fabric Interconnect

対応SIOC (非ポート
チャネル)

新しい gen SIOC
(ポートチャネル)

対応2232 FEX - 10 GB
- QSA

Cisco UCS 6454
Fabric Interconnect

該当なしSIOC (ポート
チャネル)

新しい gen SIOC-
なし

対応2232xx - 4x10 GB
-ブレークアウト
ケーブル

Cisco UCS 6454
Fabric Interconnect

対応SIOC (非ポート
チャネル)

新しい gen SIOC-
なし

対応直接接続 40 GB63xx

×SIOC -なし

新しい gen SIOC
(ポートチャネル)

対応

ブレークアウトを

使用しない

直接接続 10 GB –
QSA

63xx

該当なし該当なし非対応直接接続 4x10GB
–ブレイクアウト

63xx
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FC/FCoEポートチャネルサポート接続FI

×SIOC -なし

新しい gen SIOC
(ポートチャネル)

Yes直接接続 2x10GB
–ブレイクアウト

63xx

対応SIOC (非ポート
チャネル)

新しい gen SIOC
(ポートチャネル)

対応2348UPQFEX - 10
GB – QSA

63xx

該当なし該当なし非対応2348UPQ FEX -
4x10 GB -ブレー
クアウト

63xx

対応SIOC (ポート
チャネル)

新しい gen SIOC-
なし

対応直接接続 – 4x10
GB -ブレークア
ウトケーブル

62xx

対応SIOC (非ポート
チャネル)

新しい gen SIOC
(ポートチャネル)

対応直接接続 – 10 GB
– QSA

62xx

対応SIOC (非ポート
チャネル)

新しい gen SIOC
(ポートチャネル)

対応2232 FEX - 10 GB
- QSA

62xx

該当なし該当なし非対応2232xx - 4x10 GB
-ブレークアウト
ケーブル

62xx

該当なし該当なし非対応直接接続 - 40 GB6324

該当なし該当なし非対応直接接続 - 10 GB
– QSA

6324

1
リリース 3.2以前で使用されている PCIeを持たない SIOC

2
リリース 4.0以降で使用されている PCIeスロットを持つ新しい SIOC
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シャーシ接続ポリシーの設定

シャーシの接続モードを変更すると、シャーシの稼働が停止し、再稼働することになります。

その間トラフィックが中断されます。

注意

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis]の順に展開します。
3. SIOCとファブリックインターコネクト間の接続を設定するシャーシをクリックします。
4. [Work]ペインで、[Connectivity Policy]タブをクリックします。
5. シャーシの各 SIOCについて、シャーシとファブリック接続用に [Admin State]フィールド
で次のいずれかの値を選択します。

6. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis]の順に展開します。

ステップ 3 SIOCとファブリックインターコネクト間の接続を設定するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Connectivity Policy]タブをクリックします。

ステップ 5 シャーシの各 SIOCについて、シャーシとファブリック接続用に [Admin State]フィールドで次のいずれか
の値を選択します。

• [なし（None）]：リンクをポートチャネルにグループ化しません

• [Port Channel]：IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリンクがポートチャネルにグ
ループ化されます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectポートチャネルモードのみをサポートします。（注）

• [Global]：シャーシはこの設定をシャーシディスカバリポリシーから継承します。これはデフォルト
値です。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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